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 （１）カルティニと西欧近代自由主義思想  
 （２）カルティニの女性観とジャワの伝統社会  
  ① カルティニと結婚観ジャワの因習  
 ② カルティニの女性観とジャワの慣習  
 ③ カルティニの女性観とイスラム  
 （３）カルティニの思想とオランダの植民地支配  
 ① カルティニと西洋自由主義思想  
 ② カルティニとオランダ倫理政策  
 ③ カルティニのオランダ植民地主義  
 ④ カルティニの祖国観  
 （４）カルティニの女子教育観  
 ① カルティニとジャワの女性の置かれた状況  
 ② カルティニの女子教育観  
 ③ カルティニと女学校の設立  























 （１）津田梅子のアメリカ観  
 （２）津田梅子の祖国（日本）観  
 （３）津田梅子の宗教観  
 （４）津田梅子の女子教育観  
5．カルティニがインドネシアの国民形成期に果たした役割とその評価  










 その主要な内容は以下の通りである。  
（１） カルティニ批判の内容の検討  
（２） 女子教育と婦人解放に対するカルティニと津田梅子の思想上の共通性  
（３） 女子教育と婦人解放に対するカルティニと津田梅子との実績の比較と
その評価  
（４） オランダによる植民地支配の中でカルティニが果たした役割  
（５） カルティニに対する総合評価  
 以上の分析によってカルティニはインドネシアにおける女子教育及び婦人解
放の先駆者として十分な功績があることを明らかにした。  
 また、カルティニがジャワ人という枠を超えて、オランダによって支配され
ていた東インド全域の「原住民」の全体をひとつの民族という意識からオラン
ダの植民地主義を批判することに至ったことを分析した。このことでカルティ
ニがインドネシアにおける民族意識の覚醒の先駆者と呼ぶに相応しいことを明
らかにした。  
 











